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    ２学期のスタートにあたって ～一つ一つの経験を、次の成長へ～     

いよいよ２学期が始まります――とお伝えする予定でしたが、大雨の影響により本日は急遽休校となり、思いが

けず夏休みが１日延びることとなりました。まずは、生徒の皆さんが安全に過ごし、元気な姿で２学期のスタート

を迎えてくれることを願っています。 

皆さんは、この夏休みをどのように過ごしたでしょうか。 

私はこの夏、広島県で開催された全国中学校サッカー大会を観戦する機会がありました。全国の舞台で、一つの

ボールを懸命に追いかけ、仲間と声を掛け合いながら最後まで全力を尽くす中学生の姿に、何度も胸が熱くなりま

した。やはり、何かに一生懸命取り組む姿は素敵です。結果だけではなく、目標に向かって努力するその姿そのも

のに、人を動かす力があるのだと改めて感じました。 

また、上海で出会い、現在は佐賀県と長崎県で暮らしている友人とも久しぶりに再会しました。普段は遠く離れ

ていてなかなか会うことができませんが、久しぶりに顔を合わせ、再会を喜び合える友人がいることに、人とのつ

ながりのありがたさを感じた夏休みでもありました。 

２学期には、「14歳の挑戦」、合唱コンクール・学習発表会など、仲間とともに挑戦する多くの機会が待っていま

す。さらに 11月からは、２年生が生徒会活動の中心となります。生徒会長、副会長、書記といった役員だけでな

く、その思いや提案を受け止め、ともに行動するフォロワーの存在が欠かせません。これからは、２年生一人一人

が「学校をつくる側」になっていきます。 

１学期に経験したこと、夏休みに感じたこと、そして２学期にこれから経験すること。一つ一つを別々の出来事

で終わらせるのではなく、そこで得た学びを次の行動へとつなげ、自分自身をさらに成長させていく２学期にして

いきましょう。 

 



     社会に学ぶ「14歳の挑戦」に向け      

２学期の大きな学びの一つである、「社会に学ぶ『14歳の挑戦』」がいよいよ始まります。 

今年度は、９月 24日（木）・25日（金）・28日（月）・29日（火）・30日（水）の５日間、23か所の事業所に分かれ

て職業体験を行います。体験に先立ち、９月９日（水）を中心に事前打ち合わせを行います。事業所の都合により、

９月７日（月）や 16日（水）に伺う生徒もいます。 

夏休み中、教職員が各事業所へ事前の打ち合わせに

伺いました。その中で、事業所の方から「あいさつをし

っかりできるようにしてきてほしい」というお話をい

ただきました。 

「あいさつ」は、学校生活でも日頃から大切にしてい

ることです。しかし、社会に出れば、それは単なるマナ

ーではありません。相手に自分から心を開き、「今日も

よろしくお願いします」「ありがとうございました」と

いう気持ちを伝える、コミュニケーションの第一歩で

す。 

職場体験では、仕事の内容を知ることだけが目的で

はありません。時間を守ること、相手の話を聞くこと、

自分から行動すること、任された仕事に責任をもつこ

となど、社会の中で人と関わり、働くために必要なこと

を学ぶ５日間です。 

事前学習では、こうした「働くための心」を一つ一つ

準備していきます。まずは「あいさつ」から。学校でも

ご家庭でも意識しながら、本番に向けて準備を進めて

いきたいと思います。 

 

 

     生徒・保護者の皆さまへ      

２年生の２学期は、大きく成長できる機会がたくさんあります。「14 歳の挑戦」では地域や社会の方々と関わり、

合唱コンクールや学習発表会では仲間と力を合わせ、11月からは学校の中心となって生徒会活動を担っていきます。 

これらの活動で大切にしてほしいのは、経験することだけで終わらせないことです。そこで何を感じ、何を学び、

それを次にどう生かすのか。一つの経験から得た学びを次の経験へとつないでいくことで、自分自身の成長につな

がっていきます。 

１学期に掲げた「自立・行動・協働」も、２学期はいよいよ実践する場面が増えていきます。自分で考えて一歩を

踏み出すこと、仲間とともによりよいものをつくろうとすること。その一つ一つの積み重ねを大切にしてほしいと

思います。 

保護者の皆さまには、２学期もさまざまな場面でご協力をお願いすることになります。ご家庭と学校が連携しな

がら、生徒一人一人の挑戦と成長を支えてまいります。２学期もどうぞよろしくお願いいたします。 
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